





























(0/11) 0%，中分化型肝癌 (6/23)26%，低分化型肝癌 (10/24)42%に認められ，組織の異型性が増
すごとに検出率が上昇した。またODCの半減期lこ関うするPEST(proline， gJutamic acid， and thrconine) 


























ン(7例〉のうち2クローン (7%)に変巣を認めた。これらの遺伝子変異は，中分化型肝癌 (6/23)2 
6%，低分化型肝癌(10/24)42%に認められ，高分化型肝癌(0/11)には認められず，組織の異型性が増
すごとにその頻度が上昇したc また， ODCの半減期に関与するPEST(proline， glutamic acid， serine， 
thruonine)領域の変異は癌部のみ認められ，高分化型肝癌 (0/11)0 %，中分化型肝癌(3/23) 13%， 
低分化型肝癌 (4/24)17%と組織の異型性が増すごとに検出率が上昇していた。
すなわち，肝細胞癌において認められたODC遺伝子の変化は癌組織の異型性の程度に関連しているこ
とを示唆する成績である。
以上より，本研究は肝癌における遺伝子異常の臨床的意義の一端を明らかにしたものであり，よって著
者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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